
報告書

令和６年度 東大通“人中心の空間づくり”社会実験

PLAY PUBLIC PLACE 東大通みちばたリビング2024秋
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１．社会実験の実施概要
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新潟駅・万代地区周辺将来ビジョンの実現に向け、“人中心の空間づくり”を推進する
ため、東大通の将来像をイメージした空間づくりと道路利活用を公⺠連携により実践し、
車線減少した場合の交通への影響や持続可能な道路空間の利活用手法などを探る
令和６年９月１４日（土）〜１０月１４日（月）
東大通（新潟駅前〜明⽯通）

新潟市・東大通利活用実行委員会
○車道の両側１車線を規制し、自転車通行帯として活用（9/28〜10/14）
○歩道内にベンチや植栽、常設カフェを設置
○一般応募者による出店（飲食・物販・パフォーマンスなど）
○実行委員会による各種イベントの実施

東大通みちばたリビング2024秋 実施概要
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▶ 目的

▶ 期間
▶ 場所

▶ 主催
▶ 内容



東大通みちばたリビング2024秋 実施概要

▶ 実施体制

○新潟市と東大通利活用実行委員会の共催
により実施

○東大通実行委員会は、
周辺商店街、沿道ビルオーナー、⺠間企業
の計１５者で構成

＜役割分担＞
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東大通みちばたリビング2024秋 実施概要

▶ 協賛・協力
東大通みちばたリビング2024秋の実施にあたり、多くの企業・団体からご支援とご協力をいただきました
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一般社団法人 新潟市造園建設業協会 大原簿記公務員専門学校
ココカラファイン新潟駅前店 大原情報医療専門学校

協賛

協力



▶ エリア図

東大通みちばたリビング2024秋 実施概要

至新潟駅
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至萬代橋

利活用スペース
ベンチや可動のイス・
テーブルを設置し、
キッチンカーも出店
できる滞留空間を創出

利活用スペース
新潟駅前ストリートテラスを
活用し、常設カフェや一般
応募者の出店、各種イベント
などを実施できるエリア

シェアサイクルポート設置

シェアサイクルポート設置

利活用スペース
シェアサイクル、タクシー、
バスの乗り場が集まるエリアに
キッチンカーやベンチ、テーブル
を配置して滞在空間を創出

自転車通行帯
車道の両側１車線を
規制し、自転車通行帯
を設置（9/28〜10/14）

新潟駅前ストリートテラス



東大通みちばたリビング2024秋 実施概要
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▶ 主な実施内容および確認項目
社会実験を通じて多様な道路利活用を実践し、以下の確認項目について検証した

1

2

3

確認項目 主な実施内容 検証内容

▶ 交通渋滞の発⽣の有無（滞留⻑調査）
▶ 自転車通行帯の利用状況（通行量調査）
▶ 歩行空間の快適性（アンケート調査）

▶ 道路空間の利活用ニーズ
（利活用募集の応募状況）

▶ 利用しやすい空間づくりや利用料による
収益化の可能性（アンケート調査）

▶ シェアサイクルポートの有効性
（利用状況調査）

▶ 東大通を起点とした回遊創出の可能性
（デジタルスタンプラリー利用状況調査、

通行量調査）

自転車通行帯の設置

道路利活用の一般募集 実行委員会の各種イベント

シェアサイクルポート デジタルスタンプラリー

両側１車線の規制
（4車線 ➡ 3車線）
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車線減少時の影響や
自転車走行空間の在り方

持続可能な道路利活用の
仕組みづくり

にいがた２ｋｍの回遊の
創出に向けた仕掛けづくリ



▶ 実施企画一覧
東大通みちばたリビング2024秋 実施概要

【常設企画 】
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２．社会実験の期間中の様子



東大通みちばたリビング期間中の様子
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新潟駅前ストリートテラス 自転車通行帯

常設のコンテナカフェ キッチンカー（平日ランチタイム） ⻘⾊ライトアップ (イルミネーション連携企画)



東大通みちばたリビング期間中の様子
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デジタルスタンプラリー

東大通GOOD MORNING（朝カフェ）

景品は三幸製菓との限定コラボグッズ

オープニングセレモニー



東大通みちばたリビング期間中の様子
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東大通盆踊り BONBONBON

通行人も飛び入り参加 生演奏がまちに響く 盆踊りの合間はコーヒーで一息



東大通みちばたリビング期間中の様子
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東大通みちばた夜市 帰り道でお気に入りを探す

テラスでひと休み 涼しい夜の賑わい



東大通みちばたリビング期間中の様子
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FUN SAKE FUN TIME 酒蔵の人達と味わう日本酒 DJの音楽が会場を盛り上げる

ストリートピアノ＆ライブペイント 音楽とアートの融合



東大通みちばたリビング期間中の様子
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シェアサイクル説明会 電動キックボード試乗会



東大通みちばたリビング期間中の様子
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にいがた２ｋｍ食花マルシェプレイベント テレビで生中継

東大通ヴィンテージフェア 寄付型本屋の出展も



東大通みちばたリビング期間中の様子
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ベトナム風の路上茶屋

利用希望者による様々な出展
健康増進企画（毎週金曜開催） 大道芸

各区のお店が出張販売 ハンドメイドの一輪挿し ストリートライブ



３．社会実験の検証結果
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車線減少時の影響や
自転車走行空間の在り方

確認項目 検証内容

1

社会実験の検証結果

20

調査概要（滞留調調査）

調査日時

❶ 交通渋滞の発生の有無（滞留⻑調査）
❷ 自転車通行帯の利用状況（通行量調査）
❸ 歩行空間の快適性（アンケート調査）

車線減少による交通への影響を確認するため、
交差点における自動車の滞留⻑を調査するとともに、
調査員による目視で渋滞の発生の有無を確認した

平常時と車線減少時において、
朝・夕の交通量が多い時間帯に調査を実施

平常時 車線減少時

調査日 9月10日（火） 10月8日（火）

調査時間 朝ピーク：7〜9時
夕ピーク：17〜19時

東大通交差点

新潟駅前交差点

〇 対象交差点
➡ 調査方向

東大通

新潟駅前

調査箇所



東大通交差点

新潟駅前交差点

各調査日における最大滞留⻑

社会実験の検証結果
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車線減少時の影響や
自転車走行空間の在り方

確認項目

1 ❶ 交通渋滞の発生の有無（滞留⻑調査）
❷ 自転車通行帯の利用状況（通行量調査）
❸ 歩行空間の快適性（アンケート調査）

平常時

車線減少時

最大滞留⻑の
値を表記

調査結果

凡例

＜平常時：9/10(火)・車線減少時：10/8(火)＞

車線減少時に滞留⻑が増加したものの、
１サイクルの⻘信号で⼗分に処理可能であり、

交通渋滞の発生は確認されなかった

検証内容

▶ 道路空間再構築については、今後の周辺環境の変化
も見極めながら検討を進める必要がある



車線減少時の影響や
自転車走行空間の在り方

確認項目

1

社会実験の検証結果
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調査概要（自転車通行量）

調査日時

❶ 交通渋滞の発⽣の有無（滞留⻑調査）
❷ 自転車通行帯の利用状況（通行量調査）
❸ 歩行空間の快適性（アンケート調査）

自転車通行帯の利用状況を確認するため、
調査員の目視で自転車通行量と走行位置を調査

調査日 令和6年10月5日（土）

調査時間 7:00〜19:00（12時間）

天気 曇りのち晴れ

調査項目 自転車の走行位置・台数

調査箇所

弁天側

調査風景

検証内容

花園側



車線減少時の影響や
自転車走行空間の在り方

確認項目

1

社会実験の検証結果
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❶ 交通渋滞の発⽣の有無（滞留⻑調査）
❷ 自転車通行帯の利用状況（通行量調査）
❸ 歩行空間の快適性（アンケート調査）

自転車通行帯の利用率

18.5%
自転車の総通行台数 ：843台
うち自転車通行帯の通行台数：156台

調査結果 集計結果

弁天側 花園側 合計
駅向き 川向き 駅向き 川向き

歩道 109台 191台 247台 140台 687台（81.5%）
自転車通行帯 19台 53台 72台 12台 156台（18.5%）

＜調査日時：10/5(土)7:00〜19:00＞
※参考：同日の歩行者通行量：17,002人

45.9%

35.6%

10.0%

8.5%

自転車の走行位置

歩道（花園側）

歩道（弁天側）

自転車通行帯（花園側）

自転車通行帯（弁天側）

自転車通行帯
18.5%

歩道
81.5%

▶ 歩道を走る自転車が多数
▶ 適切な案内表示や誘導の工夫が必要
▶ 車道の進行方向と同じ向きに走る自転車が多数

検証内容

自転車通行帯を車道の進行方向と同じ向きに走った割合：125/156 = 80.1%



車線減少時の影響や
自転車走行空間の在り方

確認項目

1

社会実験の検証結果
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❶ 交通渋滞の発⽣の有無（滞留⻑調査）
❷ 自転車通行帯の利用状況（通行量調査）
❸ 歩行空間の快適性（アンケート調査）

調査概要

居心地よく
過ごせた

75.0%
調査結果

道路利活用の
取組継続希望

89.6%
自転車通行帯が
あった方が良い

85.7%主な意見（抜粋）

• 歩道を自転車が走る
のは危険と感じる

• 自転車と歩行者の
安全のため

• 他地域からの来訪者
にも分かりやすい

• 自転車の対面通行は
危険（一方通行が良い）

52.1%
22.9%

18.8%

4.2%
2.1%

居心地よく過ごせましたか
とても居心地が良い やや居心地が良い
どちらともいえない あまり居心地がよくない
居心地が悪い

75.0%

(n=48)

68.8%

20.8%

4.2%
4.2%

2.1%

とても思う やや思う
どちらともいえない あまり思わない
まったく思わない

道路利活用を続けてほしいと思いますか

89.6%

(n=48)

64.3%
21.4%

14.3%

0.0%

とても思う やや思う
どちらともいえない あまり思わない
まったく思わない

自転車通行帯があった方が良いと思いますか

85.7%

(n=28)

検証内容

道路利活用の取組への評価を確認するため、社会実験期間中（9/14〜10/14）に来訪者アンケートを実施
〔調査方法〕①Webアンケート（現地の二次元コードから回答） ②聞き取り調査（アンケート用紙を配布し、その場で回答）

▶ 歩行者と自転車の分離による安全性向上が求められている
▶ 継続的な道路利活用とともに、さらなる滞在性や快適性の向上も求められる



車線減少時の影響や
自転車走行空間の在り方

確認項目

1

社会実験の検証結果
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❶ 交通渋滞の発⽣の有無（滞留⻑調査）
❷ 自転車通行帯の利用状況（通行量調査）
❸ 歩行空間の快適性（アンケート調査）

調査概要

検証内容

社会実験終了後（10/20〜10/30）に東大通沿道ビルのテナントを対象にアンケートを実施
〔調査方法〕アンケート用紙を送付し、オンライン回答または記入済みアンケート用紙の返送により回答

良かった点

○ 通りの景色が賑やかになり、活気を感じた
○ シェアサイクルを借りる場所が増えてうれしい
○ 定期的に開催してほしい
○ 普段と異なる雰囲気で楽しい取組だった
○ 人流が増えた
○ ベンチ等で休む人の様子が見受けられた

改善点・要望

○ 社会実験の目的が不明瞭・周知不足
○ キッチンカーのメニュー、料金なども分かるとよい
○ 沿道駐車場利用時にキッチンカーが視界を妨げていた
〇 交通量が多いので車の音や排気ガスが気になる
○ 自転車通行帯は⻑い区間で設置しないと効果が薄い
○ もっと盛り上がるイベントをしてほしい

▶ 情報発信の不足、安全面や利活用環境の改善、
さらなる企画の充実が求められている

調査結果（沿道テナントの声）

▶ 道路空間利活用企画や日常的な滞在空間としての
利用により、地域の活気を感じていただけた



❶ 道路空間の利活用ニーズ（利活用募集の応募状況）
❷ 利用しやすい空間づくりや利用料による収益化の可能性（アンケート調査）

持続可能な道路利活用の
仕組みづくり

確認項目

２

社会実験の検証結果
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調査概要（道路利活用ニーズ）

検証内容

道路空間利活用のニーズや課題を把握するため、
東大通の道路空間（３か所）を対象に利用希望者を募集し、
応募状況や利用実態を確認した

利活用期間・スペース概要

利活用スペース 利活用可能な曜日 時間帯 広さ

① テラス前 金・土・日・祝日 11:00〜21:00 約4.5m×33m

② 明治安田⽣命ビル前 月〜金 11:00〜14:00 キッチンカー1台分

③ 寧々家前
月〜⽊ 11:00〜14:00

キッチンカー1台分
金・土・日・祝日 11:00〜21:00

令和6年9月14日〜10月14日（社会実験期間）

利用料金
無料（売上報告やアンケート回答への協力を依頼）

募集案内



❶ 道路空間の利活用ニーズ（利活用募集の応募状況）
❷ 利用しやすい空間づくりや利用料による収益化の可能性（アンケート調査）

持続可能な道路利活用の
仕組みづくり

確認項目

２

社会実験の検証結果
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検証内容

募集結果

道路空間の利活用者数

20者
①新潟駅前ストリートテラス：11者

飲食、物販、パフォーマンスのほか、
寄附型本屋、健康増進イベントなど

②③キッチンカースペース：9者
すべて飲食系キッチンカー

①テラス前利用者の業種
飲食 1

物販 4

パフォーマンス 3

その他
3

(n=11)

▶ ストリートテラス前では多様な利活用ニーズが確認された
▶ キッチンカー１台分の限られたスペースでも利活用ニーズ

が確認された



持続可能な道路利活用の
仕組みづくり

確認項目

２

社会実験の検証結果
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道路空間利活用の出店者アンケートを実施

❶ 道路空間の利活用ニーズ（利活用募集の応募状況）
❷ 利用しやすい空間づくりや利用料による収益化の可能性（アンケート調査）

検証内容

出店者の満足度

92.9%
また利用したい

92.9%
利用料を支払ってもよい

100%
92.9% 1

4
3

1
2

3

1,000円/日
2,000円/日
3,000円/日
5,000円/日

数百円/時間
売上の10％

調査概要

(n=14)

満足
50.0%やや満足

42.9%

不満 7.1%

92.9%

(n=14)

また利用したい
92.9%

わからない 7.1% 支払ってもよいと思う利用料

調査結果

▶ 2024春の「満足度50%」「また利用したい75%」から大きく向上（テントの貸出や滞在空間づくりが好評）
▶ すべての出店者が利用料を支払ってもよいと回答しており、次年度は有料化を検討する



持続可能な道路利活用の
仕組みづくり

確認項目

２

社会実験の検証結果

❶ 道路空間の利活用ニーズ（利活用募集の応募状況）
❷ 利用しやすい空間づくりや利用料による収益化の可能性（アンケート調査）

検証内容

出店者の声

出店のメリット・良かった点
○ 県外や遠方からのお客さんが多く来てくれた
○ SNSのフォロワーが増え、後日、店舗にも来てくれた
○ 他の出店者やお客さんとの新たな交流が生まれた
○ 近隣の会社員がキッチンカーの出店情報を事前に

チェックして来店してくれた
○ 椅子やテントなどの設備が春よりも充実して助かった
○ リピーターが増えてきた
○ ０次会として利用してくれる方が多かった

29

要望・改善点
○ 雨天時の屋根や大きいテントがあるとよい
○ 有料にする場合、荒天時の利用料は考慮してほしい
○ 給排水設備や電源などの設備が充実するとよい
○ 駅から見たときに気づいてもらえるよう目立つ照明

やサインがあるとよい
○ 音楽があると雰囲気がよくなる
○ キッチンカー１台で寂しいので、複数台で集まって

出店したい

▶〔 改善ポイント 〕
○ 雨天時の対応の検討
○ 電源・給排水設備の整備
○ 出店の認知度の向上

▶〔 出店の価値・可能性 〕
○ 駅前という立地による高い宣伝効果
○ 新たな客層や事業者同士の交流の場としての価値
○ 継続的な出店によるリピーター獲得の可能性



❶ シェアサイクルポートの有効性（利用状況調査）
❷ 東大通を起点とした回遊創出の可能性

（デジタルスタンプラリー利用状況調査、歩行者通行量調査）
にいがた２ｋｍの回遊の
創出に向けた仕掛けづくリ

確認項目

３

社会実験の検証結果

30

・にいがた２ｋｍの回遊促進に向けた近距離モビリティ
の可能性を探るため、シェアサイクルポートを設置し、
利用状況を調査した

調査概要（シェアサイクルポート利用状況）

検証内容

調査結果

実験期間中の利用台数

東大通みちばたリビング：269台 （9台/日）

万代広場前：316台（21台/日）

万代広場〜東大通のシェアサイクルポート（右上図の5箇所）の
総利用台数：2,697台（前年比200% / R5：1,355台）

シェアサイクルポートの利用台数推移（9/14〜10/14）

日を追うごとに
利用台数が増加する
傾向が見られた

※調査対象期間：各年9/14〜10/14（31日間）
※利用台数＝貸出台数

▶ 各ポートが利用され、移動手段として選択されることを確認
▶ 周辺エリアへの回遊の後押しにつながったと考えられる
▶ 歩行者の通行に支障もないため、実験後も継続設置とする



にいがた２ｋｍの回遊の
創出に向けた仕掛けづくリ

確認項目

３

社会実験の検証結果

31

・多様なモビリティの可能性を探るため、東大通と万代
を結ぶルートで電動キックボードの試乗体験を実施

・試乗前には交通ルールや安全な乗り方の講習を行った
＜実施日＞令和6年9月28日（土）10:00〜16:00

❶ シェアサイクルポートの有効性（利用状況調査）
❷ 東大通を起点とした回遊創出の可能性

（デジタルスタンプラリー利用状況調査、歩行者通行量調査）

検証内容

調査概要（電動キックボード試乗体験）

調査結果

試乗体験者

26人
移動が便利になると思う

93.7%
交通ルールを理解できた

75.0% 試乗体験者の感想

• 運転が簡単
• 思ったより速い
• 車の邪魔になりそう

で不安56.3%37.5%

6.3%
そう思う

ややそう思う

ややそう思わない

そう思わない

93.7%

(n=16)

50.0%
25.0%

25.0%
そう思う

ややそう思う

ややそう思わない

そう思わない

75.0%

(n=16)

2
5

2
4

3

0
1
2
3
4
5

10代 20代 30代 40代 50代

うちアンケート回答者（16人）の年代

東大通

万代

走行ルート 電動キックボード

▶ 電動キックボードの移動手段としての利便性は高評価
▶ 交通ルールの周知と安全対策の強化が課題
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にいがた２ｋｍの回遊の
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確認項目

３

社会実験の検証結果

32

・東大通を起点とした回遊促進を図るため、スマホアプリ
「プラリー」を活用したデジタルスタンプラリーを実施

・駅周辺および万代の参加店91店舗から3か所を巡ると、
カプセルトイ「プラポン」から限定グッズをプレゼント
〔実施期間〕令和6年9月14日〜10月14日 〔プラポン設置場所〕東大通、新潟駅、ラブラ万代

❶ シェアサイクルポートの有効性（利用状況調査）
❷ 東大通を起点とした回遊創出の可能性

（デジタルスタンプラリー利用状況調査、歩行者通行量調査）

検証内容

調査概要（駅前周遊デジタルスタンプラリー）

調査結果

スタンプラリー
参加者数

162人
うち達成者：97人（60%）

〜10代
1%

10代
3%

20代
20%

30代
20%

40代
15%

50代
14%

60代
2%

70代〜
1%

未登録
24%

参加者の年代

市内
61%市外

（県内）
5%

県外
34%

参加者の推定居住地

(n=162) (n=74)

東大通（プラポン会場）
ラブラ万代（プラポン会場）

ホテルメッツ新潟（プラポン会場）
新潟第一ホテル

銀だこハイボール酒場
フラワーショップ水野

チェックイン数 TOP6
東大通 万代エリア 新潟駅周辺エリア

スポット チェックイン回数

参加店にポスター掲示 プラポンで限定グッズをGET

▶ 市外・県外の利用者が39％と多く、来街者の回遊促進にも効果が期待される
▶ チェックイン回数はプラポン会場が上位を占め、集客や回遊促進に活かせる可能性がある
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確認項目

３

社会実験の検証結果

33

・社会実験と同時期に周辺エリアで開催された「にいがた2km
食花マルシェ」、「古町どんどん」と連携し、 3会場を巡る
と抽選で景品が当たるデジタルスタンプラリーを実施
＜実施期間＞令和6年10月5日〜10月14日

❶ シェアサイクルポートの有効性（利用状況調査）
❷ 東大通を起点とした回遊創出の可能性

（デジタルスタンプラリー利用状況調査、歩行者通行量調査）

検証内容

調査概要（周辺イベント連携デジタルスタンプラリー）

調査結果

スタンプラリー
参加者数

160人
うち達成者：79人（49%）

市内
73%

市外
（県内）

21%

県外
6%

達成者の居住地

(n=75)

東大通みちばたリビング

にいがた２ｋｍ食花マルシェ

古町どんどん

チェックイン数
東大通 万代エリア 古町エリア

スポット チェックイン回数

３会場を巡ると新潟市の農産物などが抽選で当たる

▶ 短期間ながら多くの参加があり、イベント間の回遊促進に寄与したと考えられる
▶ 周知方法の工夫やインセンティブの強化により、さらなる効果が期待できる



にいがた２ｋｍの回遊の
創出に向けた仕掛けづくリ

確認項目

３

社会実験の検証結果

34

携帯電話の位置情報データ（KDDI Location Analyzer）を用いて、東大通の歩行者通行量を推計した

【歩行者数】

実験開始前（2021年）同期間との比較

31日間

検証内容

調査概要（歩行者通行量調査）

調査結果

0
20000
40000
60000
80000

100000
120000
140000
160000
180000

2021年

9/18～10/18

2024年

9/14～10/14

21.4％増
133,920

162,563実験期間の歩行者通行量
（実験開始前の2021年と比較）

21.4％増
※曜日を揃えた

31日間で比較

（人）

【歩行者通行量の推計】 ※20代以上のデータのみ
・携帯電話の位置情報データ（KDDI Location Analyzer）による推計値

▶ 歩行者通行量の増加が確認された
▶ 新潟駅バスターミナルの開業など、周辺環境の変化による影響を考慮する必要があるが、

社会実験を目的に来場した人も確認され、道路利活用が増加の一因になった可能性がある

❶ シェアサイクルポートの有効性（利用状況調査）
❷ 東大通を起点とした回遊創出の可能性

（デジタルスタンプラリー利用状況調査、歩行者通行量調査）



にいがた２ｋｍの回遊の
創出に向けた仕掛けづくリ

確認項目

３

社会実験の検証結果
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東大通に来る前に立ち寄った、
または、この後立ち寄る予定のエリアはありますか？

検証内容

調査概要

調査結果

37.5 

58.3 

47.9 

6.3 

22.9 

12.5 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

新潟駅南口周辺エリア

新潟駅前周辺エリア

万代エリア

万代島エリア

古町エリア

立ち寄った、または立ち寄るエリアはない
全体(n=48)

立ち寄った、

東大通への来訪前後に
周辺エリアに立ち寄る人の割合

87.5%
〔立ち寄り先（上位）〕

・新潟駅前周辺エリア：58.3%
・万代エリア ：47.9%

▶ 東大通を訪れる多くの人が周辺エリアにも立ち寄っている
▶ 東大通への来訪者を増やすことが、周辺エリアの賑わいにも影響を与える可能性がある

道路利活用の取組への評価を確認するため、社会実験期間中（9/14〜10/14）に来訪者アンケートを実施
〔調査方法〕①Webアンケート（現地の二次元コードから回答） ②聞き取り調査（アンケート用紙を配布し、その場で回答）

❶ シェアサイクルポートの有効性（利用状況調査）
❷ 東大通を起点とした回遊創出の可能性

（デジタルスタンプラリー利用状況調査、歩行者通行量調査）



４．社会実験のまとめ
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社会実験のまとめ

車線減少時の影響や
自転車走行空間の在り方

〇車線減少時に渋滞発⽣は確認されなかった
〇自転車通行帯の利用率 18.5％
〇自転車通行帯があった方が良い 85.7％
○道路利活用の取組継続希望 89.6%
○居心地よく過ごせた 75.0%

1

持続可能な道路利活用の
仕組みづくり

2

にいがた２ｋｍの回遊の
創出に向けた仕掛けづくリ

3
〇期間中のシェアサイクルポート利用台数

・東大通みちばたリビング 269台
・万代広場前 316台

〇デジタルスタンプラリー参加者数
・駅前周遊 162人
・周辺イベント連携 160人

〇東大通の歩行者通行量（2021年比） 21.4%増
〇東大通への来訪前後に

周辺エリアに立ち寄る人の割合 87.5%

確認項目

〇道路空間の利活用者数 20者
○出店者の満足度 92.9％
〇また利用したい 92.9％
〇利用料を支払ってもよい 100%

検証結果 今後の方向性

▶ 今後の周辺環境の変化を見極めながら、
道路空間再構築の検討を進める

▶ 安全確保のため、自転車と歩行者の分離を
前提とし、自転車向けの分かりやすい案内
表示や、東大通以外の周辺道路へ誘導する
可能性も含めて検討する

▶ 次年度は利用料金の有料化を検討する
▶ 様々な手法による収益化の可能性を探り、

持続可能な仕組みづくり進める

▶ シェアサイクルポートは継続設置とする
▶ 周辺エリアと連携し、東大通を起点として

まち全体の回遊性を高める取組を推進する
▶ 道路利活用による収益を活用しながら、

日常的な利活用につなげることを目指す
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